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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、イノシトールホスホキナーゼ（IPK）ファミリーに属するタンパク質をコードしています。このタンパク質は、イノシトールヘキサキスリン酸（InsP6）からジホスホイノシトールペンタキスリン酸（InsP7/PP-InsP5）への変換に関与していると考えられます。また、1,3,4,5,6-ペンタキスリン酸（InsP5）からPP-InsP4への変換にも関与し、一部の卵巣がんにおけるインターフェロンβの増殖抑制活性およびアポトーシス誘導活性に影響を及ぼす可能性があります。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + 1D-ミオ-イノシトール1,3,4,5,6-ペンタキスリン酸 = ADP + ジホスホ-1D-ミオ-イノシトールテトラキスリン酸（異性体配置不明）,触媒活性：ATP + 1D-ミオ-イノシトールヘキサキスリン酸 = ADP + 5-ジホスホ-1D-ミオ-イノシトール（1,2,3,4,6）ペンタキスリン酸,機能：イノシトールヘキサキスリン酸（InsP6）をジホスホイノシトールペンタキスリン酸（InsP7/PP-InsP5）に変換する。1,3,4,5,6-ペンタキスリン酸（InsP5）をPP-InsP4に変換する。,類似性：イノシトールホスホキナーゼ（IPK）ファミリーに属する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	IP6K2抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	IP6K2抗体を用いたHUVEC、COLO、Jurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	IP6K2 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	IP6K2 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

